
平成２７年１１月２０日 

株主様、機関投資家様、関係各位 

 

アジアパイルホールディングス株式会社 

代表取締役社長 黒瀬 晃 

 

 

2016年 3月期第 2 四半期決算報告と 

施工報告書の電流計データ流用のお詫び 

 

 

この度、弊社グループのジャパンパイル株式会社が施工しました既成コンクリ

ート杭の施工報告書におきまして、一部の電流計データを流用するという事実

が判明いたしました。建設基礎工事に対する信頼を揺るがす事態を招き、誠に申

し訳なく心からお詫び申し上げます。  

 

この事態に対応する為、弊社は１１月１９日開催予定の２０１６年３月期第２

四半期決算説明会を中止させていただきました。株主、機関投資家の皆様をはじ

め、ご関係の多くの方々に、多大なご迷惑をおかけしましたことを重ねてお詫び

申し上げます。 

 

弊社２０１６年３月期第２四半期決算の概要につきましては、本日別添の資料

にてご報告いたします。 

 

弊社グループの、全役職員はこの事実を深く受けとめ、今後の施工に万全を期し、

再発防止に努めることにより、改めて株主、機関投資家の皆様をはじめご関係す

るすべての皆様にご信頼頂ける会社を目指してまいります。 

 

 

  以 上 
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Ⅰ．決算のポイント、主なトピックス



１．決算のポイント

（１）２０１５年度上期売上高は、コンクリートパイル業界全体の出荷量が横ばいとなる中、大型

物件が堅調であったことに加え、鋼管杭部門の受注が増加したこと、また海外の業績が順

調であったことから、前年同期対比増収となった。

・連結売上高は390億円で前年同期比20％の増収。

・うち国内売上高は349億円同14％の増収、

・うちＰＶ社の売上高は41億円同１05％の増収、

（２）２０１５年度上期の国内コンクリートパイルの出荷量は業界全体で略前年同期並み。

当社のシェアーは出荷量で１．３ポイント、完工量で１．８ポイントアップした。

（３）利益面は先行投資等の影響もあり、営業利益で16億79百万（前年同期比2.3％増）、

経常利益は16億71百万円（同2.7％減）と略前年並みとなった。
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２．主なトピックス
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２０１５年４月 ＥＲ ＰileⅡ工法(場所打ち鋼管コンクリート杭工法）の一般評定を取得。

２０１５年５月 １０月（予定）に商号を「アジアパイルホールディングス」に変更する

とともに、各国に事業会社を配置した持株会社体制への移行を発表。

２０１５年７月 最新の製造技術とノウハウを結集し、年間１０万トンの生産能力を持つ

＜福岡新工場＞竣工。

２０１５年９月 ミャンマーの合弁会社VJP Co., Ltd.の資本金の払込み完了。

２０１５年１０月当社は「アジアパイルホールディングス株式会社」への商号変更し、持株会社

体制へ移行、「ジャパンパイル分割準備株式会社」を「ジャパンパイル株式会

社」に商号変更し、国内事業を承継。



Ⅱ．マーケットの動向
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３．全国コンクリートパイル出荷量

全国の出荷量は、略前年同期並み。

コンクリートポール・パイル協会資料
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（単位：千トン）
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４．当社のコンクリートパイル完工量

当社の完工量は前年同期対比7.7％増加。
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５．コンクリートパイルのシェア

当社のシェアは拡大し、完工量ベースで27.1％となった。

コンクリートポール・パイル協会資料
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2015年3月期

上期

第10期
2015年3月期
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第11期
2016年3月期

上期

ジャパンパイル

出荷量（千ｔ） 251 247 272 275 313 326 378 333 325 330 345

シェア 18.7% 19.2% 18.1% 18.9% 21.2% 22.1% 23.7% 22.1% 22.9% 23.9% 24.2%

完工量（千ｔ） 275 274 305 308 336 336 380 380 360 328 387

シェア 20.4% 21.3% 20.3% 21.2% 22.7% 22.7% 23.8% 25.1% 25.3% 23.8% 27.1%

三谷セキサン
出荷量（千ｔ） 293 290 390 358 344 343 376 382 351 334 385

シェア 21.8% 22.5% 26.0% 24.7% 23.2% 23.5% 23.6% 25.3% 24.7% 24.2% 27.0%

日本コンクリート工業
出荷量（千ｔ） 135 96 139 137 135 135 117 125 108 132 113

シェア 10.0% 7.5% 9.3% 9.5% 9.1% 9.2% 7.4% 8.3% 7.6% 9.6% 7.9%

日本ヒューム
出荷量（千ｔ） 105 107 131 120 101 122 135 135 132 120 123

シェア 7.8% 8.3% 8.7% 8.2% 6.8% 8.2% 8.5% 8.9% 9.3% 8.7% 8.6%

トーヨーアサノ
出荷量（千ｔ） 82 84 95 106 95 81 97 99 91 106 75

シェア 6.1% 6.5% 6.3% 7.3% 6.4% 5.5% 6.1% 6.5% 6.4% 7.7% 5.3%

上位5社計
出荷量（千ｔ） 867 824 1,027 995 988 1,008 1,103 1,074 1,007 1,022 1,041

シェア 64.4% 64.1% 68.5% 68.6% 66.8% 68.3% 69.1% 71.2% 70.9% 74.2% 72.8%

総出荷量 出荷量（千ｔ） 1,346 1,285 1,500 1,450 1,480 1,476 1,596 1,508 1,421 1,377 1,429
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Ⅲ．第11期（2016年3月） 第２四半期決算概要（連結）



第7期

2012年

3月期

上期

第7期

2012年

3月期

下期

第8期

2013年

3月期

上期

第8期

2013年

3月期

下期

第9期

2014年

3月期

上期

第9期

2014年

3月期

下期

第10期

2015年

3月期

上期

第10期

2015年

3月期

下期

第11期

2016年

3月期

上期

売上高 23,128 24,056 24,951 27,570 31,682 34,097 32,485 34,684 39,003

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

（単位：百万円）

第7期

2012年

3月期

上期

第7期

2012年

3月期

下期

第8期

2013年

3月期

上期

第8期

2013年

3月期

下期

第9期

2014年

3月期

上期

第9期

2014年

3月期

下期

第10期

2015年

3月期

上期

第10期

2015年

3月期

下期

第1１期

2016年

3月期

上期

営業利益 151 509 802 1,112 1,910 2,054 1,640 1,933 1,679

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（単位：百万円）

６．連結売上高・営業利益の推移

売上高

売上高は前年同期対比20.1％増収、営業利益は同2.3％の増益。

営業利益
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７．事業別 売上高の推移
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第9期
2014年3月期

(上期)

第9期
2014年3月期
（通期）

第10期
2015年3月期

(上期)

第10期
2015年3月期
（通期）

第11期
2016年3月期

(上期)

売上高 31,682 65,779 32,485 67,169 39,003

売上原価 26,509 55,010 27,246 56,555 33,401

売上総利益 5,173 10,768 5,239 10,613 5,602

（売上総利益率） (16.3%) （16.4%） （16.1%） （15.8%） （14.4%）

販売費及び一般管理費 3,262 6,803 3,598 7,040 3,923

営業利益 1,910 3,964 1,640 3,573 1,679

営業外収益 226 570 289 584 219

営業外費用 114 295 211 490 226

経常利益 2,023 4,239 1,718 3,666 1,671

特別利益 9 50 7 40 9

特別損失 30 76 16 291 2

税金等調整前純利益 2,002 4,213 1,710 3,415 1,679

法人税等合計 742 1,511 562 1,047 478

少数株主損益 13 40 △9 △29 68

当期純利益 1,247 2,661 1,157 2,396 1,132

８．比較連結損益計算書

（単位：百万円）
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９．連結キャッシュ・フロー計算書

第9期
2014年3月期
（上期）

第9期
2014年3月期
（通期）

第10期
2015年3月期
（上期）

第10期
2015年3月期
（通期）

第11期
2016年3月期
（上期）

税金等調整前当期純利益 2,002 4,213 1,710 3,415 1,679
減価償却費 476 1,068 708 1,514 847
売上債権の増減 (△は増加額) △ 1,260 △2,276 △275 291 △3,042
たな卸資産の増減 (△は増加額) △ 957 548 △13 △834 △3
仕入債務等の増減 (△は減少額) 2,497 1,317 △561 831 1,289
その他 94 △359 △910 △968 △1,223

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 2,853 4,511 658 4,249 △453

有形固定資産の増減 △ 330 △1,214 △1,020 △3,080 △965
投資有価証券の取得 △ 1 △135 △1 △2 △1
その他 118 △96 565 △58 △375

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △ 213 △1,445 △455 △3,140 △1,341

借入金・社債の増減 △ 955 △1,995 △678 △988 2,162
配当金の支払 △ 290 △435 △248 △448 △207
株式発行による収入 － 4,184 － － -
その他 △ 190 271 △184 △580 △155

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,435 2,025 △1,112 △2,016 1,800

Ⅳ.現金及び現金同等物の期末残高 7,668 11,564 10,651 10,741 10,675

（単位：百万円）
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